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2025 年 9 月 13 日～2025 年 11 月 2 日の期間，INSA Lyon 校にインターンシップ生として滞在した． 

INSA Lyon の LGEF では，天然ゴムの弾性熱量効果について材料工学の観点での考察が行われてい

る．留学期間で天然ゴムの特性を詳しく抑えるべく，3 種類の実験を行った．1 つ目の実験は特定の変

形量までゆっくりと引き伸ばし，その後元の状態まで縮め，応力とヤング率を計測する実験である．2

つ目の実験は 1 つ目の実験の内容に，特定の変形量±0.5 の変形量の伸縮を加えたサイクリックテスト

である．3 つ目の実験は，環境温度を変化させることで天然ゴムの応力およびヤング率の温度依存性を

調べる実験である．1 つ目，2 つ目の実験からは変形量 4,6 の間で結晶化の発生の有無を確認すること

ができた．また，3 つ目の実験からは高温になるほど，結晶化の発生が少なくなるといった内容を示す

ことができた． 

フランスでの滞在を通して印象的だった点は，仕事と休みをはっきりと分けている点である．研究室

では，研究生が平日 10 時～18 時の間，真剣に研究を行っていた．一方で，18 時を過ぎると一斉に帰り

だし，休みを謳歌している様子であった．また，日本とは違い，日曜日はほとんどのお店が定休日であ

る．オンオフをはっきりしている点は仕事をするうえで大切だと感じた．また，ホストファミリーから

聞いた話だが，パーティーの時間は 4～5 時間程度だと言っていた．日本では 2～3 時間が一般的であ

る．⾧い時間をかけて人々との交流を大切にする点は素晴らしいと感じた． 

フランスの滞在中に多くの方々との交流があった．まずはホストファミリーである．9 月は INSA の

寮の出入りが激しいため，寮には入れず，ホームステイをするといった異例の措置をとった．だが，こ

れが非常に貴重な経験となり，フランスの生活を隅から隅まで堪能できる最高の時間であった．特に毎

週火曜日はガレットの日であり，チーズやハム，卵とともに食べるガレットは最高である．ホストファ

ミリーとフランス語を話すので非常に有意義な時間だった．指導教員である Gildas 先生やお世話にな

っている Gaël 先生，ELyT Max の Jean-Yves 先生とも多く関わった．フランスに到着した際には温か

くもてなしていただき，実験については装置の組み立てから実験結果のディスカッションまですべて参

加していただいた．同時期にインターンシップ生として来た留学生とも多く話した．彼は 2020 年から

何年かフランスに滞在していたようで，彼主催の飲み会にも参加した．彼の友達も複数人来ており，英

語が飛び交う飲み会は非常に頭を使うが，スマブラのようなゲームやプレイヤーが複数人ついている棒

を動かすサッカーゲームなどをすることで非常に盛り上がった．また，以前ワークショップでリヨンを



訪れた際に仲良くなった同期とも再会した．現地のことに非常に詳しく，おすすめの店やリヨン以外の

観光地を教えてもらった．これを参考にパリやジュネーヴを訪れることに決めた．LGEF の学生たちも，

研究室での生活について細かく教えてくれた．日本のことについて聞いてくれたのは嬉しかった． 

Merci beaucoup. 

 

 

ホストファミリーとの写真 

 

 

 

実験装置 1（室温環境） 

 

 

 

 

Gaël 先生（左手前）と Jean-Yves 先生（左奥）， 

友人の Manuel（右手前） 

 

 

 

実験装置 2（高温環境） 

 

 

 



 

Paris での写真 

 

 

 

 

大好物のガレット 

 

 

 

 

 

 

 

Geneva での写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お世話になった研究所 

 

 

 

 

 

 


